
3/8 火 午後3時半～ 
本会議傍聴の際はマスクを着用ください。質問は

県議会HPのネット中継でもご覧いただけます。 

山中たい子 

来年度の県予算案などを審議する第１回定例会始まる（2/25～3/24） 

江尻 かな 

3/17 木 又は 18 金 
 

  【山中県議の質問項目】 

 １．県総合計画と新年度予算について―①感染症対策の強化（検査と医療提供体制、 

  保健所の人員と体制）②安心の子育て（子どもの医療費無料化の拡充、医療的ケア 

 児への支援）③地域経済を支える中小企業・農業支援（コロナ禍の事業支援、水田

 活用の直接支払い交付金の見直し）④気候危機打開 ⑤東海第2原発の再稼働 

 ２．教育行政について ―①つくば市内における県立高校の課題 

             ②不登校の子ども達への支援 

日本共産党  

茨城県議団ニュース 

２０２2年３月号外 

発行／日本共産党茨城県議会議員団 

 水戸市笠原町９７８－６ 茨城県議会内  

日本共産党議員室 TEL･FAX029-301-1387     

 茨城県議会は2月25日に開会し、新年度の当初予

算案が提案されました。一般会計の予算規模は、

前年度比で1.0%減の約1兆2816億7900万円です。 

 (裏面参照) 

 新型コロナ対策として、ワクチン接種会場の運

営やPCR検査の自己負担分補助などに約818億円

を盛り込みましたが、前年度分の事業継続がほと

んどで、事業者や医療機関への損失・減収補てん

は盛り込まれていません。 

 大型開発・大企業優先の予算編成になっていま

す。県単独の公共事業費は3年ぶりの増額になりま

した。地元住民が反対する、日立市に予定する

「新産廃最終処分場」の建設関連で、新設道路の

用地買収・基本設計、住民広報などに計10億3500

万円を計上。工業団地の売れ残りに約78億円を投

入しながら、坂東市に新たな工業団地（53億9800

万円）を造成します。 

茨城港や鹿島港を水素・燃料アンモニアの供給拠

点とする「ターミナル化」の検討など、カーボン

ニュートラルの推進事業に19億800万円。TX（つ

くばエクスプレス）の高すぎる定期代の値下げを

求める切実な住民要望を差し置いて、県内延伸へ

の調査・検討費に1,800万円を計上。 

 霞ヶ浦と那珂川、利根川を地下トンネルで結ぶ

「霞ヶ浦導水事業」と常陸那珂港区開発など、国

直轄の不要な港湾・河川開発の県負担にも国言い

なりで多額の予算が盛り込まれています。 

 一方で、土浦保健所の建て替えに向け、基本設

計の実施に2,600万円、ケアラー・ヤングケアラー

の実態調査に900万円、児童相談所と保健所の体

制強化で職員をそれぞれ15人増員。私学の授業料

補助を、小学校（10万円）と中学校（18万円）を

ともに約33万円に増額するなど、県民運動と県議

団の要求が実った前進もありました。 

 江尻県議の質問日時は決まり

次第、お知らせいたします。 

  



２０２２年度茨城県予算案の概要    日本共産党茨城県議団                                       
〇一般会計 １兆 2816 億 7900 万円（1.0％減・過去 2 番目の規模） 

（うち新型コロナ関連 1750 億 9800 万円） 

特別会計（13 会計）  4640 億 8200 万円（3.0％増） ※公債管理会計の増 

企業会計（6 会計）  1254 億 4200 万円（1.9％増） ※水道事業会計の増 

〇県債（借金）・・・2022 年度末見込み２兆 1113 億円（294 億円減、一般会計の約 1.6 倍）  

〇基金（貯金）・・・   〃     722 億円（2021 年度 520 億円） 

○県民の要望が実現・拡充した事業                          

児童相談所職員 15 人増、保健所職員 5 人増、感染症対策関連職員 10 人増 ？ 

看護・介護・障害者施設職員処遇改善（R4.2～9 月まで） 41 億 

土浦保健所建て替え事業（R4 基本設計、R5 実施設計、R6～建設工事） 2600 万 

特別支援学校施設整備（協和、美浦、北茨城、友部、聾学校、盲学校） 10 億 

コロナ医療提供（病床､宿泊療養､臨時医療施設､設備整備､自宅療養など）  597 億 

コロナ検査･ﾜｸﾁﾝ（PCR 検査、無料検査、接種補助、大規模接種会場など）  221 億 

放課後児童クラブコロナ対策（国１/３・県１/３・市町村１/３） 3.1 億 

中小企業・個人事業者の経営改善、新事業進出を支援する融資  874 億 

私立小中学校授業料軽減の拡充など（補助上限を 336,000 円に引き上げ） 2.3 億 

ケアラー・ヤングケアラー実態調査、市町村・支援機関との検討会実施など  900 万 

35 人学級（国:小 1～３年･各学年 50 人教員増、県:小 4～中 3 茨城方式） ？ 

○見直し・中止を求める事業予算                          

新たな工業団地の造成（坂東市内、73 ㌶、総事業費 194 億）※企業局 R4～ 

          （守谷市内、70 ㌶、総事業費 200 億）※ 〃 R3～ 

53 億 

76 億 

新産業廃棄物最終処分場の整備（総事業費 230 億円+新規搬入道路？億円）  10.4 億 

企業・高級宿泊施設・常設観光施設の誘致補助 60 億 

保有土地対策（売残り土地の破たん処理・借金返済）※未処理用地 944 ㌶ 78 億 

茨城空港対策費（利活用促進事業、施設運営費など） 10.3 億 

霞ヶ浦導水（全体 1,632 億済／2,395 億円・県負担 720 億済／1,038 億円） 15 億 

常陸那珂港湾整備（総事業費 6,800 億円） 21 億 

ＴＸ延伸調査検討（土浦・茨城空港・筑波山・水戸方面の４ルート候補）  1800 万 

カーボンニュートラル（モデル事業、産業拠点、港湾強化、企業融資など）  19 億 

〇県民・市町村意見の反映を必要とする事業                     

カーボンニュートラル産業拠点創出推進基金（R3 最終補正） 200 億 

国保税課税方式を２方式にするに伴い子ども均等割の半額補助  ５億 

重度障害者入所施設あすなろの郷建て替え（R4 実施設計、R7 供用開始） 5.3 億 

「水道ビジョン」による広域化推進、水政課を企画部に移行し推進室新設  ？ 
 


